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在宅リハビリ機器の開発と
今後の課題
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Problem

脳⾎管疾患（脳卒中）
（脳梗塞、脳出⾎、くも膜下出⾎）

⽇本における三⼤疾病の⼀つ
半⾝まひなどの後遺症により要介護になる最⼤の原因
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今のソリューションと課題
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患者・家族

医師
理学療法⼠
（PT）

作業療法⼠
（OT）

⾔語聴覚⼠
（ST）

看護師義肢装具⼠

医療
ソーシャル
ワーカー

薬剤師

栄養⼠

治療・リハビリテーションをチーム医療で対応

今のソリューションと課題

医療・介護の負担増加により
今後ソリューションの維持が困難になる恐れがある

• 2025年に75歳以上の⾼齢者が2,000万⼈を突破し、
総⼈⼝の約5⼈に1⼈が⾼齢者になる

•医療・介護サービスが⼗分に提供できず、
リハビリテーションにも影響する恐れがある
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これからのソリューション

これからのリハビリテーションに必要なもの

患者さんに配慮したもの

患者さん・家族・医療介護スタッフにも配慮したもの

患者さんが⼀⼈でもできるもの
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これからのソリューション

リハビリテーションの現場に⼊り、
患者さん・家族・医療介護スタッフを知る必要がある

6

機能がシンプルな⽅が医療スタッ
フが把握しやすい。

筋⾁の緊張（筋緊張）が発⽣しないよ
うな運動をさせてほしい。

退院後の⾝体機能の維持が課題だが
80代以上は低下しがち。

現状のリハビリ機器は⾼価な割に
使い勝⼿がよくない。

事前にウォーミングアップを機器で⾏え
ると療法⼠がすぐにリハビリに⼊ること
ができる。

1⽇に療法⼠が⾏えるリハビリには診療
報酬・介護報酬による時間制限がある。
しかしその時間には根拠がない。現状で
はリハビリに割り当てる時間が全く不⾜
している。

コンパクトに⼿軽にできると良
い。 多くの介護ロボットが提案されるが、結局

は要介護者⾃⾝の⾝体機能が維持・改善で
きれば根本の解決に繋がる。
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これからのソリューション
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⼿軽に使える⼩型リハビリ機器“らっくん”試作1号機

本体 アタッチメント

前腕の回内外運動訓練

⽬的︓ご飯茶碗を持つ、鍵を回
す、ほか

⼿⾸の掌背屈運動訓練

⽬的︓タオルをしぼる、⼿で⽔
をすくう、ほか

これからのソリューション
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医療介護スタッフのアイデアを取り⼊れることで、
現場で広く使えるリハビリ機器に成⻑

7

8



5

アタッチメント開発フロー
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リハビリテーション専⾨学校

リハビリテーション病院

機械加⼯メーカー／プロダクトデザイナー

症例・必要な
運動の確認

イメージモデ
ルの作製

プロトタイプ
のデザイン

プロトタイプ
のテスト 臨床試験

実施可能性
の評価

デザインの
評価・提案

機能要件の
確定

⾮機能要件
の確定

プロトタイ
プの作製

アタッチメント開発フロー︓取り組み例
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イメージモデル プロトタイプ 臨床試験

⼿指が握れない⼈のための前腕回内外運動アタッチメント
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アタッチメント開発フロー︓開発の循環
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開発フローの循環により
• 多数の症例への最適化
• 個別の症例への特化

両⽅へ適応可能イメージモデ
ルの作製

プロトタイプ
のデザイン臨床試験

現場への展開

症例・必要な
運動の確認

プロトタイプ
のテスト

多数へ最適化

個別への特化

W/S開始のための取り組み進捗と課題
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• 専⾨学校との連携
• 外部の医療・介護施設のOT、PTとの連携
• 活動資⾦
• メーカー、デザイナーの協⼒
• プロトタイプの実現性・実⽤性
• プロトタイプ作製後の臨床試験の実施先
• 倫理審査
• 事業性
• 新型コロナウィルスへの感染症対策
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在宅医療福祉ネットワークシステムでの役割
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らっくんのキー・コンセプト
• 患者さんが⼀⼈でもできる
• ⼿軽に使える⼩型リハビリ機器

 リハビリ機器を在宅環境に導⼊させ、⽇常⽣活における機能訓練
の機会を増やす

 病院から在宅への移⾏に伴うリハビリ環境の⼤幅な変化を緩和

退院後の維持期におけるリハビリ環境が⽋乏している、医療保険と
介護保険の切り替わりで環境が⼤きく変化してしまう課題がある

運⽤例
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急性期 回復期 維持期

• 急性期，回復期での⽤途
急性期の早期介⼊と回復期に、療法⼠の治療
時間外で運動療法を提供できる
（機能回復、拘縮予防）

• 維持期での⽤途
退院後の⻑期にわたる維持期において⾃宅な
どで⾃主訓練が⾏える
（機能回復・維持、拘縮予防）

⾃⾝の使⽤履歴はネットワークを通じてクラ
ウドサーバで管理
病院・⾃宅を通じて⻑期間にわたるデータか
ら機能回復の様⼦を把握できる

病院 ⾃宅

クラウドサーバ
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運⽤例
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• 病院での運⽤
療法⼠からの治療時間外に病床等で⾃主訓練を⾏う
際に使⽤する
看護師が様⼦を⾒に来た際に、使⽤状況や⾝体の変
化を機器の履歴から確認する療法⼠からの治療 治療の時間外は⾃主訓練

病院

• ⾃宅・施設での運⽤
⻑期間の実施データから機能回復の履歴を確認する
今後のケアプランの材料に活⽤する
多数の利⽤者のデータ（ビッグデータ）を解析し、
今後の機能の予測を提⽰する

⾃宅
クラウドサーバ

⾃主訓練 療法⼠・ケアマネ・家族と
実施データを⾒返す

研究⾯の進捗状況
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• 在宅環境におけるリハビリ機器の使⽤性に関する研究
（たくみケアサービスとの共同研究）

• 複合療法の検討（運動療法＋α）

• 新規アタッチメントの作製・評価
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本プロジェクトのゴール

患者さんのQOLを維持するために

患者さんが主体になる医療を実現する
患者さんが⾃⽴できる介護を実現する
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Thank you for your attention.
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